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【誤訳訂正書】
【提出日】平成31年1月30日(2019.1.30)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原油を含む炭化水素原料からオレフィンおよび芳香族石油化学製品を生成するための統
合水素化分解処理であって、前記処理は、
　水素含有量が増加した第１の流出物を生成するのに有効な条件下で、水素の存在下で第
１の水素化分解域において原油およびコークス器液生成物を含む前記原料を処理するステ
ップと、
　前記第１の流出物をＬＰＧ含有流および液相流に分離するステップと、
　前記ＬＰＧ含有流を、水素含有流、メタン含有流、エタン含有流、ブタン含有流、プロ
パン含有流、Ｃ１マイナス含有流、Ｃ３マイナス含有流、Ｃ１－Ｃ２含有流、Ｃ３－Ｃ４
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含有流、Ｃ２－Ｃ３含有流、Ｃ１－Ｃ３含有流、Ｃ１－Ｃ４含有流、Ｃ２－Ｃ４含有流、
Ｃ２マイナス含有流、Ｃ４マイナス含有流のグループから選択された１つまたは複数の流
れに分離するステップと、
　得られた１つまたは複数の流れを、ブタン脱水素装置、プロパン脱水素装置、結合プロ
パン－ブタン脱水素装置、またはそれらの装置の組み合わせのグループから選択される少
なくとも１つの装置と蒸気クラッカ装置においてさらに処理して、混合生成物流を生成す
るステップと、
　前記混合生成物流を、ブタン脱水素装置、プロパン脱水素装置、結合プロパン－ブタン
脱水素装置、またはそれらの装置の組み合わせのグループから選択される前記少なくとも
１つの装置と前記蒸気クラッカ装置から第２の分離区分へ供給するステップと、
　コークスおよび前記コークス器液生成物を生成するのに有効な条件下で前記液相流を熱
クラッキングするステップであって、前記コークス器液生成物が、前記第１の水素化分解
域に再循環され、石油コークスが回収される、ステップと、
　前記混合生成物流を分離するステップと、
　オレフィンおよび芳香族化合物を、分離された混合生成物流から回収するステップと、
を備える、処理。
【請求項２】
　前記エタン含有流、前記Ｃ１－Ｃ２含有流、および前記Ｃ２マイナス含有流の前記グル
ープから選択される少なくとも１つの流れを、前記蒸気クラッカ装置に供給するステップ
をさらに備える、請求項１に記載の処理。
【請求項３】
　前記プロパン含有流、前記Ｃ３－Ｃ４含有流、前記Ｃ３マイナス含有流、前記ブタン含
有流、前記Ｃ４マイナス含有流、前記Ｃ２－Ｃ３含有流、前記Ｃ１－Ｃ３含有流、前記Ｃ
１－Ｃ４含有流、および前記Ｃ２－Ｃ４含有流のグループから選択された少なくとも１つ
の流れを、前記ブタン脱水素装置、前記プロパン脱水素装置、前記結合プロパン－ブタン
脱水素装置、またはそれらの装置の組み合わせのグループから選択される少なくとも１つ
の脱水素装置に供給するステップをさらに備える、請求項１または２のいずれか一項に記
載の処理。
【請求項４】
　水素含有量が増加した第２の流出物を生成するのに有効な条件下で、水素の存在下で第
２の水素化分解域において前記液相流を処理するステップと、前記第２の水素化分解域か
らの前記第２の流出物から、ＢＴＸＥ含有流、ＬＰＧ含有流、および残液流を回収するス
テップとをさらに備える、請求項１に記載の処理。
【請求項５】
　コークスおよび前記コークス器液生成物を生成するのに有効な条件のもとで、前記残液
流を前記液相流と共に熱クラッキングし、前記コークス器液生成物は、前記第１の水素化
分解域および／または第２の水素化分解域の入口に再循環され、石油コークスが回収され
る、請求項４に記載の処理。
【請求項６】
　前記第１の水素化分解域から生成される前記ＬＰＧ含有流と、前記第２の水素化分解域
から生成される前記ＬＰＧ含有流とを組み合わせるステップをさらに備える、請求項４に
記載の処理。
【請求項７】
　前記コークス器液生成物から蒸気生成物を回収し、このように回収された前記蒸気生成
物と前記ＬＰＧ含有流とを混ぜ合わせるステップをさらに備える、請求項１から６のいず
れか一項に記載の処理。
【請求項８】
　前記第１の水素化分解域から生成される前記第１の流出物および前記第２の水素化分解
域から生成される前記流出物から、残液留分を分離し、前記第１の水素化分解域および／
または第２の水素化分解域の入口に前記残液留分を再循環させるステップをさらに備える
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、請求項４から６のいずれか一項に記載の処理。
【請求項９】
　前記分離された混合生成物流からメタンを回収し、前記メタンを、バーナおよび／また
はヒータのための燃料として使用するために前記蒸気クラッカに再循環させるステップを
さらに備える、請求項１から８のいずれか一項に記載の処理。
【請求項１０】
　前記分離された混合生成物流から水素を回収して精製し、前記第１および／または第２
の水素化分解域の前記入口に再循環させるステップをさらに備える、請求項１から９のい
ずれか一項に記載の処理。
【請求項１１】
　前記分離された混合生成物流から熱分解燃料油を回収し、前記第１および／または第２
の水素化分解域の前記入口に、前記熱分解燃料油を再循環させるステップをさらに備える
、請求項１から１０のいずれか一項に記載の処理。
【請求項１２】
　前記第１の水素化分解域が、２００℃から６００℃の範囲の動作温度、０．２から２０
ＭＰａの範囲の動作圧力、および０．１ｈ＜－１＞から１０ｈ＜－１＞の範囲の液体時間
空間速度（ＬＨＳＶ）の下で動作する、請求項１から１１のいずれか一項に記載の処理。
【請求項１３】
　前記第２の水素化分解域は、フィード水素化分解（ＦＨＣ）、ガソリン水素化分解（Ｇ
ＨＣ）、芳香族開環、水素化分解（ガス油）、および残油水素化分解（真空残油）のグル
ープから選択される１つまたは複数の装置を備える水素化分解域である、請求項４から１
２のいずれか一項に記載の処理。
【請求項１４】
　ＦＨＣ条件は、温度が３００から５５０℃、圧力が３００から５０００ｋＰａゲージ、
単位時間当たりの重量空間速度が０．１から１０ｈ－１であり、ガソリン水素化分解条件
（ＧＨＣ）は、温度が３００から５８０℃、圧力が０．３から５ＭＰａゲージ、重量空間
速度（ＷＨＳＶ）は、０．１から２０ｈ－１であり、芳香族開環処理は、芳香族水素添加
触媒の存在下で、１から３０重量％の水素を伴い、温度が１００から５００℃、圧力が２
から１０ＭＰａで芳香環飽和を備え、環開裂触媒の存在下で、１から２０重量％の水素を
伴い温度が２００から６００℃、圧力が１から１２ＭＰａで環開裂を備え、水素化分解の
ために使用される処理条件は、処理温度２００から６００℃、上昇圧力０．２から２０Ｍ
Ｐａ、空間速度０．１から２０ｈ－１を含み、水素の量は炭化水素原料に関する請求項１
３に記載の処理。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００２】
　そのような処理は、米国特許第２０１３／２４８４１６号明細書から知られる。この米
国特許第２０１３／２４８４１６号明細書では、原油を直接処理するための統合処理が開
示され、原油および再循環コークス器液生成物が、水素化処理流出物を生成するのに有効
な条件の下で機能する水素化処理域に溜められる。水素化処理流出物は、蒸気の下で熱ク
ラッキングされ、混合生成物の流れを生み出す。熱クラッキング装置の上流で、または蒸
気クラッキング動作の対流および熱分解のステップの間で回収された残液留分は、コーク
スおよびコークス器液生成物を生成するのに有効な条件の下で、コークス器装置で熱クラ
ッキングされる。コークス器液生成物は、石油コークスが回収される間、水素化処理のス
テップに再循環される。混合生成物流から水素が精製され、水素化処理域に再循環され、
オレフィン、芳香族化合物、および熱分解燃料油が、分離された混合生成物流から回収さ
れる。
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【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００３】
　米国特許第２０１３／２４８４１６号明細書による処理では、原油が水素化分解され、
蒸気クラッキングによる後の処理のために、液体炭化水素フィードを生成する。重液体フ
ィードの蒸気クラッキングにより、比較的少量の高価値化学物質を含む比較的不充分なク
ラッカ生成物スレートがもたらされる。このことは、これらの重炭化水素の一部を、第１
のハイドロクラッカの最も重い流出物と共に、コークス器に送ることにより、部分的に補
償され、この重い物質が、液体炭化水素蒸気クラッカフィードにさらにクラッキングされ
る（場合によっては、まず、飽和する必要がある）。さらに、水素化処理反応域からの反
応器流出物が、交換器で冷却され、高圧冷却または高温分離器６に送られる。実質的に液
相である、高圧分離器からの分離器底部は、冷却され、次いで、低圧冷却分離器に導入さ
れる。水素、Ｈ２Ｓ、ＮＨ３、および任意の軽質炭化水素を含む残余ガスは、Ｃ１－Ｃ４
炭化水素を含む可能性があり、低圧冷却分離器からパージされ、フレア処理または燃料ガ
ス処理などの、さらなる処理のために送られる。水素および他の軽質炭化水素は、生成物
分離域への結合フィードとして、蒸気クラッカ生成物と結合される。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００４】
　米国特許第４，１３７，１４７号明細書は、約３６０℃未満の蒸留温度を有し、分子ご
とに少なくとも４つの炭素原子を有する少なくともノルマルパラフィンおよびイソパラフ
ィンを含む原料から、エチレンおよびプロピレンを製造する処理に関し、原料は、水素化
分解域で水素化分解反応に供され、触媒の存在下で、（ｂ）水素化分解反応からの流出物
が、（ｉ）上部から、メタンおよび、場合によっては、水素、（ｉｉ）分子ごとに２つお
よび３つの炭素原子を伴う炭化水素から本質的に成る留分、および（ｉｉｉ）底部から、
分子ごとに少なくとも４つの炭素原子を伴う炭化水素から本質的に成る留分、が放出され
る分離域に供給され、（ｃ）分子ごとに２つおよび３つの炭素原子を伴う炭化水素から本
質的に成る留分のみが、蒸気クラッキング域に供給され、蒸気の存在下で、分子ごとに２
つおよび３つの炭素原子を伴う炭化水素の少なくとも一部がモノオレフィン系炭化水素に
変換され、分離域の底部から得られる、分子ごとに少なくとも４つの炭素原子を伴う炭化
水素から本質的に成る留分は、第２の水素化分解域に供給され、触媒の下で処理され、第
２の水素化分解域からの流出物が、分離域に供給されて、一方で、第２の水素化分解域に
少なくとも部分的に再循環される分子ごとに少なくとも４つの炭素原子を伴う炭化水素と
、他方で、水素、メタン、ならびに分子ごとに２つおよび３つの炭素原子を伴う飽和炭化
水素の混合物から本質的に成る留分とを放出し、水素流およびメタン流が混合物から分離
され、蒸気クラッキング域に、２つおよび３つの炭素原子を伴う混合物の炭化水素が、分
子ごとに２つおよび３つの炭素原子を伴う炭化水素から本質的に成る留分とともに、第１
の水素化分解域に続く分離域から回収された場合に、供給される。したがって、蒸気クラ
ッキング域の放出口で、メタンおよび水素の流れならびに分子ごとに２つおよび３つの炭
素原子を伴うパラフィン系炭化水素の流れに加えて、分子ごとに２つおよび３つの炭素原
子を伴うオレフィンならびに分子ごとに少なくとも４つの炭素原子を伴う生成物が得られ
る。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
　米国特許第４，７９２，３９０号明細書は、水素消費を最小にしながら重蒸留炭化水素
からの中間蒸留物を最大化するための処理、つまり、芳香族が豊富な、蒸留ガス油充填の
変換のための処理に関し、本処理は、（ａ）触媒水素化分解反応域で、原料油を水素と反
応させるステップと、（ｂ）中間蒸留生成物流およびパラフィンが豊富な炭化水素流を提
供するために、結果としての水素化分解反応域流出物を分離するステップと、（ｄ）経度
の熱コーキング条件で熱コーキング域においてステップ（ｂ）で回収されたパラフィンが
豊富な炭化水素流を反応させるステップと、（ｅ）液体留分および蒸留可能炭化水素流を
提供するために熱コーキング域流出物を分離するステップと、（ｆ）ステップ（ａ）での
触媒水素化分解反応域に蒸留可能炭化水素流の少なくとも一部を再循環させるステップと
を備え、熱コーキング域流出物は、ステップ（ａ）の触媒水素化分解反応域に再循環され
る。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
　米国特許出願第２０１０／１２２９３１号明細書は、スラリー水素化分解（ＳＨＣ）蒸
留の準備をする統合処理に関し、本処理は、（ａ）液体コークス器生成物およびコークス
を得るためにＳＨＣガスをコーキングするステップと、（ｂ）液体コークス器生成物の少
なくとも一部を含む重炭化水素原料を、ＳＨＣ流出物をもたらすために水素の存在下でＳ
ＨＣ反応域を通過させるステップとを備え、（ｂ）は、ＳＨＣ流出物からＳＨＣ蒸留液お
よびＳＨＣガス油を回収し、液体コークス器生成物が、重質油熱分解装置または流動コー
クス器から得られる。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１７】
　したがって、本発明は、原油を含む炭化水素原料からオレフィンおよび芳香族石油化学
製品を生成するための統合水素化分解処理に関し、本処理は、
　水素含有量が増加した第１の流出物を生成するのに有効な条件下で、水素の存在下で第
１の水素化分解域において原油およびコークス器液生成物を含む原料を処理するステップ
と、
　第１の流出物をＬＰＧ含有流および液相流に分離するステップと、
　前記ＬＰＧ含有流を、水素含有流、メタン含有流、エタン含有流、ブタン含有流、プロ
パン含有流、Ｃ１マイナス含有流、Ｃ３マイナス含有流、Ｃ１－Ｃ２含有流、Ｃ３－Ｃ４
含有流、Ｃ２－Ｃ３含有流、Ｃ１－Ｃ３含有流、Ｃ１－Ｃ４含有流、Ｃ２－Ｃ４含有流、
Ｃ２マイナス含有流、Ｃ４マイナス含有流のグループから選択された１つまたは複数の流
れに分離するステップと、
　得られた１つまたは複数の流れを、ブタン脱水素装置、プロパン脱水素装置、結合プロ
パン－ブタン脱水素装置、またはそれらの装置の組み合わせのグループから選択される少
なくとも１つの装置と蒸気クラッカ装置においてさらに処理して、混合生成物流を生成す
るステップと、
　混合生成物流を、ブタン脱水素装置、プロパン脱水素装置、結合プロパン－ブタン脱水
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素装置、またはそれらの装置の組み合わせのグループから選択される少なくとも１つの装
置と蒸気クラッカ装置から第２の分離区分へ供給するステップと、
　コークスおよびコークス器液生成物を生成するのに有効な条件下で液相流を熱クラッキ
ングするステップであって、コークス器液生成物が、第１の水素化分解域に再循環され、
石油コークスは回収される、ステップと、
　混合生成物流を分離するステップと、を備える。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１９】
　本発明によれば、ＬＰＧ含有流は、水素含有流、メタン含有流、エタン含有流、ブタン
含有流、プロパン含有流、Ｃ１マイナス含有流、Ｃ３マイナス含有流、Ｃ１－Ｃ２含有流
、Ｃ３－Ｃ４含有流、Ｃ２－Ｃ３含有流、Ｃ１－Ｃ３含有流、Ｃ１－Ｃ４含有流、Ｃ２－
Ｃ４含有流、Ｃ２マイナス含有流、Ｃ４マイナス含有流のグループから選択される１つま
たは複数の流れに、任意の適切な分離技術を使用して分離される。したがって、本方法は
、ＬＰＧ含有流の生成を最適化することに焦点を当て、ＬＰＧ含有流は、オレフィンおよ
び芳香族石油化学物質を生成するための蒸気熱分解処理および／または脱水素処理のため
の極めて有用な原料として識別される。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２０】
　とりわけ経済的、容量的、および市場的要求に応じて、Ｃ１－Ｃ２含有流、エタン含有
流、およびＣ２マイナス含有流のグループから選択される少なくとも１つの流れなどの、
より低い炭化水素留分が、ガス蒸気クラッカ区分に送られる。これは、何らのより重い蒸
気クラッキング成分も、蒸気クラッカおよびコークス器装置にわたって再循環されず、最
終的に、コークス／ピッチの少量生成ならびに装置サイズおよびエネルギ要求の低減をも
たらすことを意味する。場合によってはさらにメタンおよび／またはエタンで希釈される
、結合プロパン／ブタン流、または場合によってはメタンおよび／またはエタンで希釈さ
れるプロパン流をもたらす代替分離方式を使用することができる。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　エタン含有流、および／またはＣ２マイナス含有流、および／またはＣ１－Ｃ２含有流
は、ガス蒸気クラッキング装置に供給されることが好ましく、プロパンおよびブタン含有
流は、脱水素装置に供給されることが好ましい。この処理ルートは、さらに高い炭素効率
をもたらし、ＬＰＧまでずっと高い変換水素化分解が必要とされる量の水素を生成する。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２３】
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　好適な実施形態によれば、ＬＰＧ含有流は、１つまたは複数の流れに分離され、水素含
有流は、水素化分解のための水素源として使用されることが好ましく、メタン含有流は、
燃料源として使用されることが好ましく、エタン含有流は、ガス蒸気クラッキング装置に
対するフィードとして使用されることが好ましく、プロパン含有流は、プロパン脱水素装
置に対するフィードとして使用されることが好ましく、ブタン含有流は、ブタン脱水素装
置に対するフィードとして使用されることが好ましく、Ｃ１マイナス含有流は、燃料源お
よび／または水素源として使用されることが好ましく、Ｃ３マイナス含有流は、プロパン
脱水素装置に対するフィードとして使用されることが好ましいが、別の実施形態により、
ガス蒸気クラッキング装置に対するフィードとしても使用されることが好ましく、Ｃ２－
Ｃ３含有流は、プロパン脱水素装置に対するフィードとして使用されることが好ましいが
、別の実施形態により、ガス蒸気クラッキング装置に対するフィードとしても使用される
ことが好ましく、Ｃ１－Ｃ３含有流は、プロパン脱水素装置に対するフィードとして使用
されることが好ましいが、別の実施形態により、ガス蒸気クラッキング装置に対するフィ
ードとしても使用されることが好ましく、Ｃ１－Ｃ４ブタン含有流は、ブタン脱水素装置
に対するフィードとして使用されることが好ましく、Ｃ２－Ｃ４ブタン含有流は、ブタン
脱水素装置に対するフィードとして使用されることが好ましく、Ｃ２マイナス含有流は、
ガス蒸気クラッキング装置に対するフィードとして使用されることが好ましく、Ｃ３－Ｃ
４含有流は、プロパンもしくはブタン脱水素装置または結合プロパンおよびブタン脱水素
装置に対するフィードとして使用されることが好ましく、Ｃ４マイナス含有流は、ブタン
脱水素装置に対するフィードとして使用されることが好ましい。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
　本明細書で使用する場合、「Ｃ＃炭化水素」または「Ｃ＃」という用語は、「＃」が正
の整数であり、＃個の炭素原子を有する全ての炭化水素を記述することを意味する。さら
に、「Ｃ＃＋炭化水素」または「Ｃ＃＋」という用語は、＃個以上の炭素原子を有する全
ての炭化水素分子を記述することを意味する。それに応じて、「Ｃ５＋炭化水素」または
「Ｃ５＋」という用語は、５つ以上の炭素原子を有する炭化水素の混合物を記述すること
を意味する。それに応じて、「Ｃ５＋アルカン」という用語は、５以上の炭素原子を有す
るアルカンに関する。それに応じて、「Ｃ＃マイナス炭化水素」または「Ｃ＃マイナス」
という用語は、＃個以下の炭素原子を有し、水素を含む、炭化水素の混合物を記述するこ
とを意味する。例えば、「Ｃ２－」または「Ｃ２マイナス」という用語は、エタン、エチ
レン、アセチレン、メタン、および水素の混合物に関する。例えば、Ｃ１－Ｃ３という用
語は、Ｃ１、Ｃ２、およびＣ３を備える混合物に関する。最後に、「Ｃ４ｍｉｘ」という
用語は、ブタン、ブテン、およびブタジエン、すなわち、ｎ－ブタン、ｉ－ブタン、１－
ブテン、シス－およびトランス－２－ブテン、ｉ－ブテン、ならびにブタジエンの混合物
を記述することを意味する。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２９】
　好適な実施形態によれば、本処理は、水素含有量が増加した第２の流出物を生成するの
に有効な条件下で、水素の存在下で第２の水素化分解域において液相フィードを処理する
ステップと、
　前記第２の水素化分解域からの第２の流出物から、ＢＴＸＥ含有流、ＬＰＧ含有流、お
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よび残液流を回収するステップとをさらに備える。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３２】
　本方法は、プロパン含有流、Ｃ３－Ｃ４含有流、Ｃ３マイナス含有流、ブタン含有流、
Ｃ４マイナス含有流、Ｃ２－Ｃ３含有流、Ｃ１－Ｃ３含有流、Ｃ１－Ｃ４含有流、および
Ｃ２－Ｃ４含有流のグループから選択された少なくとも１つの流れを、ブタン脱水素装置
、およびプロパン脱水素装置、またはそれらの組み合わせのグループから選択された少な
くとも１つの脱水素装置に供給するステップをさらに備えることが好ましい。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
　別の好適な実施形態によれば、本処理は、コークス器液生成物から気体生成物を回収し
、このように回収された気体生成物とＬＰＧ含有流とを混ぜ合わせるステップをさらに備
える。コークス器域のガス／液体流出物は、第２の水素化分解域の流出物（ＬＰＧより重
い）と同様の各流れの組成物および圧力に最も適合する処理装置のいずれかに再循環させ
ることができる。これらの２つの再循環は、混合することができるか、または別々のまま
にしておくことができ、本統合処理におけるさまざまなフィード位置にもたらすことがで
きる。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３６】
　別の好適な実施形態によれば、本処理は、第１および第２の流出物から残液留分を分離
するステップ、および第１の水素化分解域および／または第２の水素化分解域の入口に前
記残液留分を再循環させるステップをさらに備える。「第１および第２の流出物」という
用語は、第１の水素化分解域から生成される流出物と、第２の水素化分解域から生成され
る流出物とを、それぞれ意味する。
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４５】
　選択的水素化処理域は、原油フィード１を含む混合物３を受け取るための入口４を有す
る水素化処理反応域５、すなわち、第１のハイドロクラッカ装置と、コークス器装置域４
１からのコークス器液生成物流４６と、装置２０および／または装置５６、すなわち、ガ
ス蒸気クラッカ装置、ブタン脱水素装置、プロパン脱水素装置、結合プロパン－ブタン脱
水素装置、またはその組み合わせのグループから選択される装置から再循環される水素２
７、および必要に応じて、生成される水素（図示せず）を含む。水素化処理反応域５は、
水素化処理流出物６を放出するための放出口をさらに含む。水素化処理流出物６は、水素
化処理反応域５、すなわち、第１のハイドロクラッカ装置の入口への流れ７として、部分
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的に再循環させることができる。
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４６】
　水素化処理反応域５からの反応器流出物６の残りの部分８は、高圧分離器９に送られる
。分離器上部１１は、アミン装置４８で洗浄され、結果的に得られる水素が豊富なガス流
４９が、再循環コンプレッサ５０に通され、水素化処理反応器で再循環ガス５１として使
用される。高圧分離器９からの底部流１０は、実質的に液相であり、冷却されて、流れ１
３として、低圧冷却分離器１４に導入され、ガス流１５、すなわち、ＬＰＧ含有流と、液
流２９とに分離される。 高圧分離器９からの残液相１２および低圧冷却分離器１４から
の残液相３１は、水素化処理反応域５、すなわち、第１のハイドロクラッカ装置の入口に
再循環させることができる。低圧冷却分離器１４からのガス１５は、水素、Ｈ２Ｓ、ＮＨ

３、および、Ｃ１－Ｃ４炭化水素などの任意の軽質炭化水素を含む。
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４７】
　ＬＰＧ含有流１５は、装置１６で、水素含有流、メタン含有流、エタン含有流、ブタン
含有流、プロパン含有流、Ｃ１マイナス含有流、Ｃ３マイナス含有流、Ｃ１－Ｃ２含有流
、Ｃ３－Ｃ４含有流、Ｃ２－Ｃ３含有流、Ｃ１－Ｃ３含有流、Ｃ１－Ｃ４含有流、Ｃ２－
Ｃ４含有流、Ｃ２マイナス含有流、Ｃ４マイナス含有流のグループから選択される１つま
たは複数の個々の流れ１７、１８、１９に、さらに分離される。３つの流れ１７、１８、
１９だけを示したが、より多くの個々の流れを有することも当然可能である。流れ１７は
、ガス蒸気クラッカ装置５６に送られ、ガス蒸気クラッカ装置流出物５７は、分離区分２
２に送られる。流れ１７の例には、エタン含有流、Ｃ１－Ｃ２含有流、およびＣ２－マイ
ナス含有流がある。
【誤訳訂正２０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５０】
　液流３０の全てまたは一部は、第２の水素化分解域３４へのフィード３３として働く。
第２の水素化分解域３４は、ＢＴＸＥ含有流３６、ＬＰＧ含有流３５、および液体残流３
７を含む、第２の流出物を生成する。流れ３７は、コークス器装置域４１での流れ３８と
して、または第１の水素化分解域５に送られる流れ４７として、さらに処理することがで
きる。
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